第24回高輝度電子源検討会議事録案

日程：2009年6月21日（月）

時間：13：30～14：40

出席者：本田（洋）、山本（将）、宮島(KEK会場）永井、西森、羽島（JAEA会場）、桑原、奥見（名大会場）、飯島、久保、栗木（広大会場）

接続：VIDEO MCU 58001

〇宮島氏より、200kV電子銃の運転状況について報告があった。

名古屋大学でのビームラインを再現（NPES3-ARと命名)し、ビーム輸送のテストを行った。カソードから2.1mの位置にスクリーンを設置している。レーザー照射位置、コレクター磁場の調整により各ソレノイド中心を通るように調整を行った結果、カソードで31.5nA（電源への電流により測定）、ダンプで30.0nAと計測された。誤差はまだ評価していないが、95%程度の輸送効率が得られた.また、GPTによるシミュレーションを実施し、スクリーンでのビーム形状の変化をおおよそ再現できた。

Q:ビーム損失はどこで生じているのか？

A:特定はしていない。

Q:地磁気の測定は？

A:していない。

Q:GPTの入力ファイルを使用したい。

A:WIKIにアップする予定。特定のドメインからアクセス可能となる。

http://cerldev.kek.jp/trac/public
〇山本氏より、500ｋV電子銃二号機の状況について報告があった。

電子銃本体容器ベーキング前に、ビルドアップにより全ガス放出速度を評価し、およそ5.0E-9Pa.m3/sであった。カソード準備系のStock chamber（Ti製）を150℃で二日間ベークした。降温時にリークが発生したが、これらを止めた状態でTMPのみの排気により3E-7Paまで到達した。リーク時の残留ガス分析では、水素、水の分圧は変化無く、窒素、酸素、アルゴン成分が増加している。ガス放出速度は1.4E-9Pa.m/sで、Qmassでの分析から水素に加えてH2O、CO、CO2等が多く、ベーク不足と推測される結果となっている。セラミック管が納入されたが、セラミックが中心から4.5mmずれていることがわかった。(仕様は1mm以内）この部分を低電圧部に設置することで影響は限定的と思われるので、このまま組み上げを続ける。クライオポンプの冷却試験をおこない、仕様10K以下のところ、クライオパネル無しの冷凍機単体状態で4.5Kが得られた。

Q:クライオポンプの排気速度試験はガス放出速度がわかった電子銃Chamberを使えば到達圧力から見当がつけられるのでは？

A:排気速度については大雑把にはその方法で見当が付けられると思われるが、ガス種によってどの程度吸着した場合に排気速度が変化するかの基礎データを最初にとりたいと考えている。これらの測定のためにAISTと共同で実測する予定。

Q:セラミックでフランジもずれている?

A:フランジの同軸度は仕様を満たしている。ずれているのはセラミックのみで、組み立てには支障がないと判断した。ただし、ガードリングについては一部設計変更が必要。

Q:TMPによる実効排気速度は？

A:まだ評価していないが、カタログ値よりもかなり小さいと思われる。

Q:電子銃Chamberのベーキング後のガス測定はいつごろ予定しているか？

A:7月には行いたい。

Q: 電子銃Chamberのブランクフランジはチタン製か？

A:そうだ。

◯西森氏より、500kV電子銃一号機の現状について報告があった。

ベーキングをしていたが、リークが発生し、修復作業の後に再ベークをおこなった。しかし残念ながらリークが発生した。その中で、陰極をつけた状態でHVのコンディショニングを行い、250kV/40min、最終的に276kV/90minまで到達した。今回、電極をつけた状態でコンディショニングが前回以上に順調に行えたことは意義深い。その後、セラミック部を170℃程度でベークを行い、リーク1E-9Pa.m3/s程度、TMPで排気時に圧5.5E-9Paとなった。リーク修復のため高純度窒素（G2)でパージを行い、作業後、ベーキングを行う予定。

Q:リーク発生箇所の今までの履歴は？今回が初めてか？

A:一回目は発生せず、二回目以降で発生した。あとから調べると、リーク発生箇所はナットの緩みがあった。ベーキングの前後でのトルク管理がリーク防止の観点から非常に重要であるとわかった。

Q:緩みやすい箇所などの傾向は？

A:いままで完全なトルク管理はしていなかったが、スタットボルトなど緩みが生じやすい箇所でリークが発生している。しっかりと二硫化モリブデン潤滑剤を使用して、トルク管理を徹底することが重要だ。

C:Ti-SUSの接合部となる箇所でリークが発生し易い傾向がある。

その他

○加速器学会でのインフォーマルミーティングについて、実施することとした。一日目の夕方、三日目の終了後などを候補として世話人と折衝する。

次回会合は7月20日(火）13時30分より

文責　栗木

